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我
が
国
で
は
、
官
民
一
体
と
な
っ

て
２
０
１
０
年
ま
で
に
外
国
か
ら
１

０
０
０
万
人
の
来
訪
を
促
進
す
る
た

め
に
ビ
ジ
ッ
ト
・
ジ
ャ
パ
ン
・
キ
ャ

ン
ペ
ー
ン
（
Ｖ
Ｊ
Ｃ
）
事
業
を
強
力

に
展
開
し
て
お
り
ま
す
。

●

　
ビ
ジ
ッ
ト
・
ジ
ャ
パ
ン
・
キ
ャ
ン

ペ
ー
ン
の
重
点
市
場
で
あ
る
台
湾
に

お
い
て
は
、
日
本
へ
の
関
心
が
非
常

に
高
く
、
（
沖
縄
へ
の
入
域
外
国
人

と
し
て
は
台
湾
人
が
約
７
割
を
占
め

て
い
ま
す
。
）
訪
日
旅
行
者
数
も
年
々

増
加
し
て
お
り
、
２
０
０
６
年
に

は
１
３
０
万
人
を
達
成
し
ま
し
た
。

２
０
１
０
年
ま
で
に
１
０
０
０
万

人
と
い
う
目
標
を
達
成
す
る
た
め

に
は
、
新
た
な
旅
行
需
要
の
開
拓

が
必
要
で
あ
り
、
そ
の
一
つ
と
し
て
、

日
台
間
で
交
流
が
進
み
つ
つ
あ
る

学
生
・
学
校
間
の
交
流
「
教
育
旅
行
」

が
計
画
さ
れ
て
い
ま
す
。
こ
の
教

育
旅
行
の
推
進
に
よ
り
、
若
年
層

を
対
象
と
し
た
今
後
の
需
要
の
開

拓
や
リ
ピ
ー
タ
ー
の
創
出
に
繋
げ
、

さ
ら
な
る
入
域
拡
大
に
も
つ
な
が
っ

て
い
く
も
の
と
期
待
さ
れ
ま
す
。 

● 

　
6
月
20
日
・
21
日
・
23
日
の
３
回
、

Ｖ
Ｊ
Ｃ
実
施
本
部
事
務
局
の
主
催
で
、

台
湾
現
地
に
お
い
て
訪
日
教
育
旅
行

の
説
明
会
及
び
個
別
情
報
交
換
会
が

行
わ
れ
ま
し
た
。 

　
運
輸
部
は
（
財
）
沖
縄
観
光
コ
ン

ベ
ン
シ
ョ
ン
ビ
ュ
ー
ロ
ー
（
Ｏ
Ｃ
Ｖ

Ｂ
）
と
連
携
し
て
、
沖
縄
へ
の
教
育

旅
行
の
誘
致
に
向
け
、
台
湾
教
育
旅

行
の
現
状
、
ニ
ー
ズ
を
把
握
す
る
と

共
に
、
沖
縄
の
教
育
旅
行
の
魅
力
を

台
湾
側
に
伝
え
る
べ
く
台
湾
学
校
教

育
関
係
者
を
対
象
と
す
る
現
地
説
明

会
及
び
個
別
情
報
交
換
会
を
実
施
し

ま
し
た
。 

　
個
別
情
報
交
換
会
に
お
い
て
台
湾

の
先
生
方
か
ら
は
、
次
の
よ
う
な
質

問
・
意
見
等
が
出
さ
れ
ま
し
た
。 

 

・
沖
縄
の
高
校
数
及
び
種
類
は
ど
の

よ
う
に
な
っ
て
い
ま
す
か
。
　 

 

・
沖
縄
の
修
学
旅
行
の
特
色
や
セ
ー

ル
ス
ポ
イ
ン
ト
は
な
ん
で
す
か
。 

 

・
沖
縄
に
テ
ー
マ
パ
ー
ク
・
水
族
館
、

遊
園
地
は
あ
り
ま
す
か
。 

 

・
海
で
遊
ぶ
費
用
は
ど
れ
く
ら
い
か

か
り
ま
す
か
。
ダ
イ
ビ
ン
グ
も
可

能
で
す
か
。 

 

・
沖
縄
は
日
本
本
土
の
文
化
と
少
し

違
う
文
化
を
持
つ
と
聞
い
て
い
る

が
、
沖
縄
で
日
本
的
な
伝
統
文
化

を
見
学
し
た
り
体
験
す
る
こ
と
は

出
来
ま
す
か
。 

   　
こ
れ
ら
の
意
見
等
か
ら
台
湾
の
先

生
方
は
、
沖
縄
と
い
え
ば
、
「
き
れ

い
な
海
」
、
「
伝
統
文
化
」
と
い
う

イ
メ
ー
ジ
が
強
く
、
海
で
の
ア
ク
テ
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ィ
ビ
テ
ィ
ー
や
、
伝
統
芸
能
、
体
験

学
習
等
に
興
味
を
持
っ
て
い
る
様
に

感
じ
ら
れ
ま
し
た
。 

●

　
台
湾
で
の
現
地
説
明
会
を
終
え
、

Ｖ
Ｊ
Ｃ
実
施
本
部
事
務
局
で
は
、
台

湾
か
ら
の
訪
日
教
育
旅
行
促
進
を
目

的
と
し
て
、
２
０
０
７
年
９
月
７
日

に
台
湾
の
教
育
旅
行
関
係
者
80
名
（
高

等
学
校
長
・
主
任
等
う
ち
15
名
は
メ

デ
ィ
ア
、
旅
行
業
者
）
を
大
阪
に
招

聘
し
、
日
本
側
の
教
育
旅
行
関
係
者

と
意
見
交
換
を
行
う
「
２
０
０
７
年

日
台
教
育
交
流
座
談
会
」
を
開
催
し

ま
し
た
。 

　
翌
日
は
午
前
中
に
大
阪
府
内
の
視

察
を
行
い
、
午
後
に
は
９
コ
ー
ス
の

各
地
域
に
分
か
れ
各
班
約
９
名
で
、

９
月
８
日
〜
９
月
12
日
の
期
間
で
北

海
道
、
東
北
、
関
東
、
北
陸
信
越
、

近
畿
、
中
国
、
四
国
、
九
州
、
沖
縄

の
各
地
域
を
訪
れ
、
学
校
訪
問
等
・

交
流
や
体
験
プ
ロ
グ
ラ
ム
へ
の
参
加

な
ど
を
行
い
実
際
の
訪
日
教
育
旅
行

に
向
け
て
の
モ
デ
ル
プ
ロ
グ
ラ
ム
を

体
験
し
ま
し
た
。 ●

  

沖
縄
関
係
で
は
、
Ｏ
Ｃ
Ｖ
Ｂ
が
蔡

（
サ
イ
）
国
立
台
中
一
中
校
長
を
団

長
と
す
る
台
湾
高
等
学
校
関
係
者
８

校
８
名
（
全
員
沖
縄
は
初
訪
問
）
を

招
聘
し
、
沖
縄
本
島
内
の
観
光
施
設

や
、
高
等
学
校
等
を
視
察
し
ま
し
た
。 

  

　
概
要 

９
月
８
日 

関
西
国
際
空
港
発 

夕
刻
那
覇
空
港
着 

９
月
９
〜
10
日 

海
洋
博
記
念
公
園
・
東
南
植

物
楽
園
な
ど
主
な
観
光
施
設

を
視
察
、
伝
統
工
芸
・
芸
能

の
体
験
及
び
体
験
学
習
の
視
察
。 

９
月
11
日 

向
陽
高
校
を
訪
問
し
中
国
語

講
座
の
授
業
を
見
学
、
平
和

の
礎
を
視
察 

９
月
12
日 

首
里
城
、
那
覇
市
内
の
視
察
後
、

那
覇
発
台
北
へ
帰
路
。 

●

　
視
察
直
後
に
は
、
沖
縄
へ
の
教
育

旅
行
を
検
討
す
る
と
い
う
学
校
も
あ

り
、
ア
ン
ケ
ー
ト
の
結
果
は
、
８
人

の
参
加
者
の
う
ち
「
非
常
に
有
意
義
」

６
名
、
「
有
意
義
」
２
名
で
し
た
。

感
想
と
し
て
、
次
の
よ
う
な
意
見
が

あ
り
ま
し
た
。 

 

①
沖
縄
の
受
け
入
れ
体
制
は
非
常
に

心
配
り
が
行
き
届
い
て
よ
か
っ
た
。

行
程
も
豊
富
な
も
の
で
深
く
印
象

に
残
っ
た
。 

②
行
程
の
配
分
、
受
け
入
れ
が
細
か

く
心
配
り
の
行
き
届
い
た
も
の
で

あ
っ
た
。
各
行
程
の
全
体
的
な
計

画
が
妥
当
で
、
各
施
設
に
解
説
員

が
い
て
、
豊
富
な
内
容
で
あ
っ
た
。

団
員
全
体
が
沖
縄
側
の
手
厚
い
待

遇
に
尊
重
さ
れ
て
い
る
の
を
感
じ

て
い
た
。 

③
沖
縄
県
人
の
文
化
背
景
と
特
色
を

知
る
こ
と
が
出
来
た
。
沖
縄
側
の

し
っ
か
り
と
し
た
受
け
入
れ
に
つ

い
て
広
く
知
ら
せ
た
い
。 

④
た
く
さ
ん
の
体
験
活
動
を
す
る
こ

と
が
で
き
、
学
生
に
多
く
の
選
択

の
可
能
性
を
提
供
す
る
こ
と
が
で

き
る
。 

⑤
行
程
が
豊
富
で
あ
っ
た
。
シ
ー
カ

ヤ
ッ
ク
や
黒
糖
作
り
な
ど
の
体
験

が
行
え
た
。
沖
縄
側
の
受
け
入
れ

が
非
常
に
行
き
届
い
た
も
の
で
あ

っ
た
。
行
程
の
配
分
が
良
か
っ
た
。

時
間
の
管
理
も
す
ば
ら
し
か
っ
た
。 

⑥
行
程
の
企
画
が
良
か
っ
た
。
た
く

さ
ん
の
体
験
学
習
が
組
み
込
ま
れ

て
お
り
、
教
育
的
意
義
が
あ
っ
た
。

多
く
の
場
所
、
文
化
を
見
る
こ
と

が
で
き
た
。 

● 

　
以
上
の
感
想
か
ら
、
受
け
入
れ
体

制
の
心
配
り
と
行
程
内
容
、
沖
縄
文

化
、
海
で
の
レ
ジ
ャ
ー
体
験
等
が
好

評
な
の
が
分
か
り
ま
し
た
。 

　
最
後
に
、
国
の
方
針
で
あ
る
２
０

１
０
年
ま
で
に
訪
日
外
国
人
旅
行
者

数
を
１
０
０
０
万
人
に
す
る
と
い
う

目
標
を
達
成
す
る
た
め
に
、
今
後
と

も
沖
縄
の
魅
力
あ
る
海
洋
資
源
、
世

界
遺
産
、
伝
統
芸
能
等
を
海
外
に
情

報
発
信
し
、
教
育
旅
行
実
現
に
よ
り

外
国
人
客
が
ま
す
ま
す
増
加
す
る
よ

う
、
よ
り
一
層
の
推
進
を
図
っ
て
行

き
た
い
と
思
い
ま
す
。 


